
地方公務員
両立支援パスポート

令和4年6月

不妊治療
のための休暇 キャリアアップ

妊娠中の
健康保持

育児短時間勤務
・部分休業

業務分担
・引き継ぎ

育児休業

フレックス
タイム制保育時間
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こうむさん
市 役 所 勤 務 の 男 性 職
員。最近、妻の妊娠が
判明し、育休の取得を
考えるように・・・。

令和4年5月2日に、改正地方公務員育児休業法が公布されました。

今回の改正は、育児休業の取得回数の制限を緩和することにより、夫
婦交替での育児休業の取得や、男性職員の育児休業の取得をしやすくす
るものです。

総務省では、これを機に、地方公務員の皆さんに、地方公共団体にお
ける妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援制度に関する理解をより深め
ていただけるよう、「地方公務員 両立支援パスポート」を作成しました。

この冊子では、今回の制度改正も含め、地方公共団体における両立支
援制度について、図表やQAを用いて詳しく解説しているほか、地方公共
団体のパパ・ママ・イクボス職員に、自身や部下職員の育児休業取得経
験について語っていただいた座談会の模様も掲載しています。

本冊子が、仕事と家庭生活の両立に悩む皆さんはもちろん、その上司
や周囲の方々も含め、全ての地方公務員の皆さんにご活用いただければ
幸いです。

令和4年6月 
総務省自治行政局公務員部

公
務
員
部
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

妊
娠
�
出
産
�
育
児
等
と
仕
事
の

両
立
支
援
の
た
め
の
制
度
一
覧

妊
娠
�
出
産
�
育
児
等
と
仕
事
の

両
立
支
援
の
た
め
の
制
度 

Ｑ
＆
Ａ

妊
娠
�
出
産
�
育
児
等
と
仕
事
の

両
立
支
援
の
た
め
の
制
度
改
正

地
方
公
務
員
の
男
性
職
員
の

育
児
休
業
の
取
得
状
況

地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
よ
る
座
談
会

　
パ
パ
座
談
会

　
マ
マ
座
談
会

　
イ
ク
ボ
ス
座
談
会

じんじさん
県庁勤務の女性職員。
結婚を機に、将来の出
産・育児を意識するよ
うに・・・。

～地方公務員・両立支援ナビゲーター～

はじめに目次

育休を取得したいけど、職場に迷惑をかけてしまうかもしれないし、
今後の昇進に影響するかもと考えると少し不安です。

育休復帰後も、保育園の送り迎えとか、急な体調不良とか、育児と仕
事の両立は大変そうですよね。

地方公務員の両立支援について、総務省ではどのように考えている
のか聞いてみましょう。

いろいろ支援制度もあるみたいですけど、よく分からなくて、利用
しづらい部分もありますよね。
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そ
の
よ
う
な
中
、
男
性
職
員
に

よ
る
育
児
休
業
取
得
率
は
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
ま
だ

民
間
企
業
と
同
様
の
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
、
国
家
公
務
員
か
ら

大
き
く
遅
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
中
で
も
、
部
門

間
格
差
、
団
体
間
格
差
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
部
門
別
で
は
、

女
性
職
員
比
率
が
低
水
準
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
警
察
部
門
、
消
防

部
門
に
お
い
て
、
特
に
低
水
準
と

な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
団
体
間
格
差
と
い
う
点
で

は
、
知
事
や
市
町
村
長
の
方
々
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
で
高
水
準
を
実
現

し
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
す
。

男
性
も
女
性
も
当
た
り
前
に
育

児
休
業
を
取
得
で
き
る
公
務
職
場

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

公務員部長からのメッセージ

令
和
４
年
10
月
の
改
正
法
の
施
行
に
伴
い
、
よ
り
柔
軟
に
な
る

制
度
の
活
用
も
検
討
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
男
性
職
員
に
も

育
児
休
業
を
取
得
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。総務省自治行政局

公務員部長

山越 伸子

民
間
と
同
様
、
男
女
を
問
わ
ず

地
方
公
務
員
を
対
象
と
し
た
育
児

休
業
制
度
が
導
入
さ
れ
て
30
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
休
業
可
能
な
期
間
の

延
長
に
加
え
、
共
済
掛
金
の
免
除

や
育
児
休
業
手
当
の
支
給
な
ど
制

度
が
拡
充
さ
れ
、
女
性
職
員
が
育

児
と
仕
事
を
両
立
す
る
た
め
の
支

援
制
度
と
し
て
は
定
着
し
て
き
ま

し
た
。

一
方
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
で
、
O
E
C
D
諸
国
等
の
国

際
比
較
で
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、

日
本
の
家
事
や
育
児
の
負
担
に
つ

い
て
は
、
女
性
に
大
き
く
偏
っ
た

状
態
が
未
だ
続
い
て
い
ま
す
。

民
間
と
同
様
、
地
方
公
務
員
に

お
い
て
も
、
採
用
段
階
で
の
偏
り

は
縮
小
し
て
い
る
も
の
の
、
女
性

管
理
職
の
比
率
は
15
％
台
に
と
ど

ま
る
な
ど
、
女
性
職
員
の
活
躍
に

は
課
題
が
あ
る
状
況
で
す
。

男
性
職
員
の
み
な
さ
ん
へ

地
方
公
共
団
体
の

人
事
担
当
の
み
な
さ
ん
へ

育
児
に
不
安
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
多
く
の
お
母
さ
ん
は
育

児
に
慣
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
担

わ
な
い
と
い
う
選
択
肢
を
与
え
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
育
児
休
業
で
育

児
を
担
う
経
験
を
す
る
こ
と
は
、

そ
の
間
の
お
母
さ
ん
の
負
担
を
軽

減
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の

働
き
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん

の
た
め
、ご
家
族
の
た
め
、ま
た
自

ら
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
一
定
期
間
、育
児
休
暇
、育

児
休
業
を
と
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

将
来
の
地
域
を
支
え
る
地
方
公

務
員
の
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

地
域
へ
の
波
及
効
果
の
観
点
か
ら

も
、是
非
と
も
組
織
と
し
て
、女
性

も
男
性
も
育
児
休
業
を
取
得
し
や

す
い
環
境
整
備
を
進
め
、
男
女
問

わ
ず
、
安
心
し
て
育
児
と
仕
事
を

両
立
し
、
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る

職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
期
待
し
て

い
ま
す
。

男女関係なく、当たり前に育児に参加できる職場環境が大切という
ことですね。

それでは、育児と仕事を両立するために、どのような支援制度があ
るのか見てみましょう。
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妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のための制度一覧

不妊治療のための休暇妊娠中の業務軽減育児参加のための休暇子の看護休暇フレックスタイム制 育児休業

女性を対象
とする制度

男性を対象
とする制度

男女ともに
対象とする
制度

妊娠中の業務負担軽減　p. 07
深夜勤務、時間外勤務の制限等

保育時間　p. 11
1日2回30分以内の休暇

妊娠中の健康保持　p. 07
健康診査・保健指導、休息・捕食、通勤 
緩和等のための職務専念義務免除

育児休業　p. 09 , 13 ~ 14
地方公務員の身分を有したまま、休業する制度

産前・産後休暇　p. 08
分娩前後の女性職員が取得できる特別休暇

育児短時間勤務・部分休業　p. 09 ~ 11
小学校就学前の子の養育のため、通常より短い時間の勤務を可能とする制度

配偶者出産休暇　p. 08
配偶者が出産する男性職員に2日の特別休暇

子の看護休暇　p. 12
小学校就学前の子の看護のための、年5日（2人以上は10日）の特別休暇

育児参加のための休暇　p. 08 ~ 09 , 14
配偶者が出産する男性職員に5日の特別休暇

令和4年10月から 
1歳までに拡大

深夜勤務・時間外勤務の制限・免除　p. 12
子の養育のため、深夜勤務・時間外勤務を制限することを可能とする制度

早出遅出勤務・フレックスタイム制　p. 11 ~ 12
始業・終業時刻の変更などにより、柔軟な勤務を可能とする制度

不妊治療のための休暇　p. 14
年5日（体外受精及び顕微授精に係る通院
等の場合は更に5日加算）の特別休暇

妊
娠

出
産

１
歳

３
歳

６
歳
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妊
娠
中
の
業
務
負
担
の
軽
減
の

た
め
に
利
用
可
能
な
制
度

Q1 
妊
娠
中
、
深
夜
勤
務
や
時
間
外

勤
務
の
制
限
は
で
き
ま
す
か
。

労
働
基
準
法
第
66
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
深
夜
勤
務
や
時
間
外
勤
務

を
し
な
い
こ
と
を
任
命
権
者
に
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q2 

妊
娠
中
、
業
務
の
軽
減
を
し
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

労
働
基
準
法
第
65
条
第
3
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
他
の
軽
易
な
業
務

へ
の
転
換
を
任
命
権
者
に
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q1 

勤
務
時
間
中
に
保
健
指
導
や
健

康
診
査
を
受
け
る
た
め
に
利
用

可
能
な
制
度
は
あ
り
ま
す
か
。

母
子
保
健
法
に
基
づ
く
保
健
指
導

や
健
康
診
査
を
受
け
る
場
合
に
は
、

任
命
権
者
に
申
請
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
職
務
専
念
義
務
が
免
除
さ

れ
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、妊
娠
期
間
に
応
じ
て
基

本
的
な
回
数
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

Q2 

勤
務
時
間
中
に
休
息
や
補
食
が

必
要
な
場
合
に
利
用
可
能
な
制

度
は
あ
り
ま
す
か
。

母
子
保
健
法
に
基
づ
く
保
健
指
導

や
健
康
診
査
の
指
導
事
項
に
基
づ

き
、休
息
し
た
り
、補
食
し
た
り
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
任
命

権
者
に
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

職
務
専
念
義
務
が
免
除
さ
れ
、
勤

務
し
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
勤
務
時
間
の
始
め
又
は
終
わ

り
や
休
暇
等
に
引
き
続
い
て
取
得

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Q3 

母
体
又
は
胎
児
の
健
康
保
持
の

た
め
に
、
通
勤
に
利
用
す
る
交

通
機
関
の
混
雑
を
避
け
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
利
用
可
能
な
制

度
は
あ
り
ま
す
か
。

母
子
保
健
法
に
基
づ
く
保
健
指
導

や
健
康
診
査
の
指
導
事
項
に
基
づ

き
、
通
勤
に
利
用
す
る
交
通
機
関

の
混
雑
を
避
け
る
必
要
が
あ
る
場

合
に
は
、
任
命
権
者
に
申
請
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
勤
務
時
間
の
始

め
又
は
終
わ
り
に
1
日
を
通
じ
て

1
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
職

務
専
念
義
務
が
免
除
さ
れ
、
勤
務

し
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q1 

出
産
の
た
め
に
女
性
職
員
は
ど

の
よ
う
な
休
暇
を
利
用
で
き
ま

す
か
。

産
前
休
暇
と
産
後
休
暇
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q2 

産
前
休
暇
と
は
ど
の
よ
う
な
休

暇
で
す
か
。

分
娩
予
定
日
の
6
週
間（
多
胎
妊

娠
の
場
合
に
は
14
週
間
）
前
か
ら

分
娩
予
定
日
ま
で
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
有
給
の
休
暇
制
度
で
、

常
勤
職
員
�
非
常
勤
職
員
と
も
に

利
用
可
能
で
す
。

Q3 

産
後
休
暇
と
は
ど
の
よ
う
な
休

暇
で
す
か
。

出
産
日
の
翌
日
か
ら
8
週
間
を
経

過
す
る
日
ま
で
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
有
給
の
休
暇
制
度
で
、
常

勤
職
員
�
非
常
勤
職
員
と
も
に
利

用
可
能
で
す
。

Q3 

配
偶
者
出
産
休
暇
は
ど
の
く
ら

い
の
期
間
、
ど
の
よ
う
な
単
位

で
取
得
で
き
ま
す
か
。

妻
の
出
産
に
伴
う
入
院
等
の
日
か

ら
、
出
産
の
日
後
2
週
間
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
間
に
、2
日
の
範
囲

内
の
期
間
、
1
日
又
は
1
時
間
単

位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q4 

職
員
以
外
に
付
き
添
う
こ
と
が

可
能
な
親
族
が
い
る
場
合
で

も
、
配
偶
者
出
産
休
暇
は
取
得

で
き
ま
す
か
。

職
員
以
外
に
付
き
添
う
こ
と
が
で

き
る
親
族
等
が
い
る
場
合
で
も
、

職
員
が
妻
に
付
き
添
う
た
め
に
配

偶
者
出
産
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Q5 

育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
と
は

ど
の
よ
う
な
休
暇
で
す
か
。

育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
と
は
、

妻
が
出
産
す
る
場
合
に
、
そ
の
出

産
に
係
る
子
又
は
小
学
校
就
学
の

始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育

す
る
職
員
が
、
生
ま
れ
た
子
へ
の

授
乳
、付
添
い
、上
の
子
の
保
育
所

等
へ
の
送
迎
の
た
め
に
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
有
給
の
休
暇
制
度

で
す
。

Q6 

ど
の
よ
う
な
職
員
が
育
児
参
加

の
た
め
の
休
暇
を
取
得
で
き
ま

す
か
。

常
勤
職
員
と
、1
週
間
の
勤
務
日
が

3
日
以
上
な
ど
の
一
定
の
要
件
を

満
た
す
非
常
勤
職
員
が
育
児
参
加

の
た
め
の
休
暇
を
取
得
で
き
ま
す
。

Q7 

育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
は
ど

の
く
ら
い
の
期
間
、
ど
の
よ
う

な
単
位
で
取
得
で
き
ま
す
か
。

妻
の
産
前
産
後
の
期
間（
出
産
予

定
日
の
6
週
間（
多
胎
妊
娠
の
場

合
は
14
週
間
）
前
の
日
か
ら
、
出

産
の
日
後
8
週
間
を
経
過
す
る
日

妊娠・出産・育児等と仕事の 
両立支援のための制度 Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

※本Q&Aで解説している制度は、地方公共団体において一般的に整備されていると想定されるもの
を念頭に記載しています。個々の団体によって、制度の導入状況や制度の内容が異なることが考
えられるため、詳細は、所属団体にお問い合わせください。

妊
娠
〜
出
産
ま
で

妊
娠
中
の
健
康
保
持
の
た
め
に

利
用
可
能
な
制
度

出
産
の
た
め
に
女
性
職
員
が
利

用
可
能
な
制
度

配
偶
者
の
出
産
前
後
に
男
性
職

員
が
利
用
可
能
な
制
度

Q1 

配
偶
者
の
出
産
前
後
に
男
性
職

員
は
ど
の
よ
う
な
休
暇
を
利
用

で
き
ま
す
か
。

配
偶
者
出
産
休
暇
や
育
児
参
加
の

た
め
の
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Q2 

配
偶
者
出
産
休
暇
と
は
ど
の
よ

う
な
休
暇
で
す
か
。

配
偶
者
出
産
休
暇
と
は
、妻
の
出
産

に
伴
う
入
退
院
や
出
産
時
の
付
添

い
、
妻
の
入
院
中
の
世
話
、
出
生
の

届
出
等
の
た
め
に
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
有
給
の
休
暇
制
度
で
す
。
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ま
で
の
期
間
）
に
、
5
日
の
範
囲

内
の
期
間
、
1
日
又
は
1
時
間
単

位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q8 

職
員
以
外
に
子
の
世
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
親
族
等
が
い
る

場
合
で
も
、
育
児
参
加
の
た
め

の
休
暇
を
取
得
で
き
ま
す
か
。

育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
は
、
子

の
世
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
親

族
等
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
職

員
が
育
児
を
行
う
た
め
に
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q1 

育
児
休
業
と
は
ど
の
よ
う
な
制

度
で
す
か
。

子
ど
も
が
3
歳
に
な
る
ま
で（
非

常
勤
職
員
は
原
則
と
し
て
子
ど
も

が
1
歳
に
な
る
ま
で
）
休
業
で
き

る
制
度
で
す
。

Q2 

ど
の
よ
う
な
職
員
が
育
児
休
業
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

育
児
休
業
の
対
象
と
な
る
子
を
養

育
す
る
職
員
が
任
命
権
者
に
請
求

し
、
承
認
を
受
け
れ
ば
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
非
常

勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
1
週
間
の

勤
務
日
が
3
日
以
上
な
ど
の
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
育
児
休

業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q3 

育
児
休
業
を
取
得
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
手
続
が
必
要
で
す
か
。

育
児
休
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る

日
の
1
か
月
前
ま
で
に
、
各
団
体

で
定
め
ら
れ
た
様
式
を
利
用
し
、

任
命
権
者
に
育
児
休
業
の
承
認
の

請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q4 

夫
婦
と
も
に
育
児
休
業
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

配
偶
者
の
就
業
等
の
状
況
に
か
か

わ
ら
ず
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
妻
の
職
務

復
帰
に
伴
い
夫
が
育
児
休
業
を
取

得
す
る
な
ど
、
夫
婦
で
分
担
し
て

育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ

り
、
妻
の
職
務
復
帰
へ
の
不
安
が

軽
減
さ
れ
、
職
務
復
帰
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q5 

育
児
休
業
中
の
身
分
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

地
方
公
務
員
と
し
て
の
身
分
は
保

有
し
た
ま
ま
で
、
職
務
に
従
事
し

な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
休
業
中

で
あ
っ
て
も
、
信
用
失
墜
行
為
の

禁
止
や
兼
業
制
限
な
ど
の
服
務
の

規
制
が
か
か
り
ま
す
。

Q6 

育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
を

理
由
と
し
て
、不
利
益
な
取
扱
い

を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

育
児
休
業
を
取
得
し
よ
う
と
し
た

こ
と
や
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た

こ
と
を
理
由
と
し
て
職
員
を
不
利

益
に
取
り
扱
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

Q7 

育
児
休
業
中
の
給
与
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

育
児
休
業
の
期
間
中
は
、
給
与
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
子
が
原
則

1
歳
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
は
、
共
済
組
合
等
か
ら
育
児

休
業
中
の
経
済
的
援
助
を
行
う
た

め
に
、
育
児
休
業
手
当
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

Q1 

育
児
短
時
間
勤
務
と
は
ど
の
よ

う
な
制
度
で
す
か
。

育
児
短
時
間
勤
務
と
は
、
小
学
校

就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子

を
養
育
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か

あ
る
勤
務
の
形
態
の
中
か
ら
1
つ

を
選
択
し
、
希
望
す
る
日
や
時
間

帯
に
短
時
間
勤
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

Q2 

ど
の
よ
う
な
職
員
が
育
児
短
時

間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
。

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま

で
の
子
を
養
育
し
よ
う
と
す
る
職

員
は
育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
配
偶
者
が
育
児

休
業
中
で
あ
る
場
合
や
就
業
し
て

い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
育
児

短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
非
常
勤
職
員
は
育

児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

Q3 

育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
手
続
が
必
要
で
す
か
。

育
児
短
時
間
勤
務
を
し
よ
う
と
す

る
期
間
と
勤
務
の
形
態
を
明
ら
か

に
し
て
、
1
か
月
前
ま
で
に
任
命

権
者
に
請
求
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
1
度
に
請
求
で
き

る
期
間
は
1
月
以
上
1
年
以
内
の

期
間
と
な
り
ま
す
。

Q4 

育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
を
延

長
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

養
育
す
る
子
が
小
学
校
就
学
の
始

期
に
達
す
る
ま
で
、
育
児
短
時
間

勤
務
の
期
間
を
何
度
で
も
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q5 

同
じ
子
に
つ
い
て
何
度
も
育
児

短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
。

前
回
の
育
児
短
時
間
勤
務
の
終
了

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
1
年

を
経
過
し
た
場
合
に
は
、
再
度
育

児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
特
別
の
事
情
に

該
当
す
る
と
き
に
は
、
1
年
を
経

過
し
て
い
な
く
て
も
再
度
、
育
児

短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Q6 

育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職

員
の
給
与
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職

員
の
給
与
は
、
育
児
短
時
間
勤
務

を
し
て
い
る
国
家
公
務
員
の
給
与

の
取
扱
い
に
準
ず
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
勤
務
時
間
数
に
応
じ
て

各
団
体
で
定
め
る
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

部
分
休
業
と
は
、
小
学
校
就
学
の

始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育

す
る
た
め
、
勤
務
時
間
の
始
め
又

は
終
わ
り
に
2
時
間
を
超
え
な
い

範
囲
で
勤
務
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

Q2 

ど
の
よ
う
な
職
員
が
部
分
休
業
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま

で
の
子
を
養
育
し
て
い
る
職
員
は

部
分
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
配
偶
者
が
育
児
休
業
中

で
あ
る
場
合
や
就
業
し
て
い
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
部
分
休
業
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q3 

部
分
休
業
は
ど
の
よ
う
な
取
り

方
が
で
き
ま
す
か
。

1
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め

又
は
終
わ
り
に
お
い
て
2
時
間
の

範
囲
内
で
、
子
を
養
育
す
る
た
め

30
分
単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で

出
産
〜

育
児
休
業（
育
児
と
仕
事
の
両

立
支
援
の
た
め
の
制
度
①
）

育
児
短
時
間
勤
務（
育
児
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
の
制
度
②
）

部
分
休
業（
育
児
と
仕
事
の
両

立
支
援
の
た
め
の
制
度
③
）

Q1 

部
分
休
業
と
は
ど
の
よ
う
な
制

度
で
す
か
。
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き
ま
す
。
請
求
し
よ
う
と
す
る
時

間
は
、
勤
務
時
間
の
始
め
と
終
わ

り
に
分
割
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

な
お
、
1
歳
未
満
の
子
を
対
象
と

す
る
保
育
時
間
を
取
得
し
て
い
る

場
合
に
は
、
部
分
休
業
と
保
育
時

間
を
合
わ
せ
て
1
日
2
時
間
以
内

の
取
得
と
な
り
ま
す
。

Q4 

部
分
休
業
中
の
給
与
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

部
分
休
業
を
取
得
し
て
勤
務
し
な

い
場
合
に
は
、
勤
務
し
な
い
1
時

間
に
つ
き
、
勤
務
1
時
間
当
た
り

の
給
与
額
が
減
額
さ
れ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

保
育
時
間（
育
児
と
仕
事
の
両

立
支
援
の
た
め
の
制
度
④
）

Q1 

保
育
時
間
と
は
ど
の
よ
う
な
制

度
で
す
か
。

保
育
時
間
と
は
、
生
後
1
年
に
達

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制（
育
児

と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
の

制
度
⑥
）

Q2 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
よ
り

希
望
す
る
時
間
帯
に
勤
務
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

勤
務
時
間
の
割
振
り
は
、
希
望
す

る
職
員
か
ら
の
申
告
を
考
慮
し
て
、

公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
範
囲

で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
公
務
運
営
を
確
保

す
る
た
め
、
職
員
が
必
ず
勤
務
す

る
必
要
の
あ
る
時
間
帯（
コ
ア
タ

イ
ム
）が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
就

学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を

養
育
す
る
職
員
は
、
子
を
養
育
す

る
た
め
に
請
求
す
れ
ば
、
月
24
時

間
以
内
か
つ
年
1
5
0
時
間
以
内

に
時
間
外
勤
務
を
制
限
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
深
夜
の
勤

務
も
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q2 

深
夜
勤
務
�
時
間
外
勤
務
の
制

限
�
免
除
は
、
他
に
子
の
世
話

を
す
る
家
族
等
が
い
る
場
合
で

も
請
求
で
き
ま
す
か
。

時
間
外
勤
務
の
制
限
�
免
除
に
つ

い
て
は
、
他
に
子
の
世
話
を
す
る

家
族
等
が
い
る
場
合
で
も
請
求
で

き
ま
す
。
一
方
で
、
深
夜
勤
務
の

制
限
の
場
合
に
は
、
他
に
常
態
と

し
て
深
夜
に
子
を
養
育
で
き
る
状

況
に
あ
る
家
族
等
が
い
る
と
き
は
、

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

子
の
看
護
休
暇（
育
児
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
の
制
度
⑧
）

Q3 
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
時
に
子
の

看
護
休
暇
を
取
得
で
き
ま
す
か
。

対
象
と
な
る
子
の
医
療
機
関
等
へ

の
通
院
、
病
院
で
の
付
添
や
自
宅

で
の
世
話
な
ど
を
す
る
場
合
に
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

健
康
診
断
や
予
防
接
種
に
付
き
添

う
場
合
も
取
得
で
き
ま
す
。

Q4 

職
員
の
他
に
子
の
看
護
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
家
族
等
が
い
る

場
合
で
も
、
子
の
看
護
休
暇
を

取
得
で
き
ま
す
か
。

職
員
以
外
に
子
を
看
護
す
る
こ
と

が
で
き
る
家
族
等
が
い
る
場
合
で

も
、
職
員
が
子
を
看
護
す
る
必
要

が
あ
り
、
実
際
に
看
護
を
行
う
場

合
に
は
取
得
で
き
ま
す
。

し
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、

そ
の
子
の
保
育
の
た
め
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
授
乳
等
を
行
う
場
合

に
、
1
日
2
回
そ
れ
ぞ
れ
30
分
以

内
の
時
間
利
用
で
き
る
休
暇
制
度

で
す
。

Q2 

保
育
時
間
を
取
得
で
き
る
の

は
、
授
乳
を
行
う
場
合
に
限
ら

れ
ま
す
か
。

授
乳
を
行
う
場
合
だ
け
で
は
な
く
、

子
の
保
育
園
へ
の
送
迎
な
ど
、
子

の
一
般
的
な
世
話
を
行
う
場
合
に

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
出
遅
出
勤
務（
育
児
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
の
制
度
⑤
）

Q1 

早
出
遅
出
勤
務
と
は
ど
の
よ
う

な
制
度
で
す
か
。

早
出
遅
出
勤
務
と
は
、小
学
校
就
学

の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養

育
す
る
職
員
や
、放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
等
に
通
う
小
学
生
の
子
を
送
迎

に
行
く
職
員
が
請
求
し
た
場
合
に
、

1
日
の
勤
務
時
間
の
長
さ
を
変
え

る
こ
と
な
く
、
始
業
�
終
業
の
時

刻
を
繰
上
げ
又
は
繰
下
げ
て
勤
務

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

Q2 

早
出
遅
出
勤
務
を
活
用
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

早
出
遅
出
勤
務
は
柔
軟
な
利
用
が

可
能
な
制
度
で
あ
り
、
夫
婦
で
1

日
お
き
に
子
の
保
育
園
の
送
迎
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
迎
え
を
分

担
す
る
た
め
、
1
日
お
き
に
利
用

し
た
り
、
特
定
の
曜
日
の
み
利
用

し
た
り
と
い
っ
た
活
用
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
育
児
短
時
間
勤
務
や

部
分
休
業
の
よ
う
に
勤
務
時
間
が

短
縮
さ
れ
ず
、
給
与
が
減
額
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Q1 

育
児
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た

め
に
利
用
で
き
る
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
は
ど
の
よ
う
な
制
度

で
す
か
。

公
務
に
お
け
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
と
は
、
公
務
の
運
営
に
支
障

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、

希
望
す
る
職
員
か
ら
の
申
告
を
経

て
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
制
度
で

す
。
特
に
、
小
学
校
6
年
生
ま
で

の
子
を
養
育
す
る
職
員
に
つ
い
て

は
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に
加
え

て
週
に
も
う
1
日
週
休
日
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
柔
軟
な

勤
務
が
可
能
な
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Q1 

子
の
看
護
休
暇
と
は
ど
の
よ
う

な
制
度
で
す
か
。

子
の
看
護
休
暇
と
は
、
小
学
校
就

学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を

養
育
す
る
職
員
が
、子
の
看
護（
負

傷
し
、
も
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ

た
子
の
世
話
又
は
疾
病
の
予
防
を

図
る
た
め
に
必
要
な
世
話
）
の
た

め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ

る
場
合
に
取
得
で
き
る
休
暇
制
度

で
す
。

Q2 

ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
ど
の
よ

う
な
単
位
で
取
得
で
き
ま
す
か
。

一
の
年（
年
度
）
に
お
い
て
5
日

（
対
象
と
な
る
子
が
2
人
以
上
の

場
合
は
10
日
）の
範
囲
内
の
期
間
、

1
日
又
は
1
時
間
を
単
位
と
し
て

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

深
夜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
の
制

限
・
免
除（
育
児
と
仕
事
の
両

立
支
援
の
た
め
の
制
度
⑦
）

Q1 

育
児
の
た
め
に
深
夜
勤
務
�
時

間
外
勤
務
の
免
除
や
制
限
は
可

能
で
す
か
。

3
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る

職
員
は
、子
を
養
育
す
る
た
め
に
請

求
す
れ
ば
、
時
間
外
勤
務
の
免
除
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育児休業の取得回数制限の緩和等（10月~ ）

育児休業の取得回数について、以下のとおり制限を緩和する。

（1）育児休業を原則2回（現行：原則1回）まで取得可能とする
（2）（1）の原則2回までの育児休業に加え、子の出生後8週間以内に育児休業を2回（現行：1回）

まで取得可能とする
【現行（原則1回、出生後8週間以内の育児休業１回）】
出生

出生後8週以内の育休
（産後パパ育休）

出生後8週
以内の育休①

出生後8週
以内の育休②

育休

育休① 育休②

出生後8週間

【改定後（原則2回、出生後8週間以内の育児休業２回）】

（制度改正の狙い）
育児休業の取得回数の制限を緩和することにより、夫婦交替での育児休業の取得や、男
性職員の育児休業の取得をしやすくする。

子の出生後8週間以内の育児休業について、請求期限を2週間前に短縮

期末手当・勤勉手当における育児休業期間の除算の取扱いを見直し、在職期間の算定に
当たって、子の出生後8週間以内における育児休業の期間と、それ以外の育児休業の期間
は合算しないよう制度変更

非常勤職員の子の出生後8週間以内の育児休業について、取得要件を緩和

非常勤職員の子が1歳以降の育児休業について、取得要件を柔軟化

妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のための制度改正
令和4年に実施される制度改正について、その主な概要をご紹介します。
※本頁は、各団体において一般的に整備されている制度を解説しています。制度の詳細については、ご所属の団体の人事担当の方にお問い合わせください。

法律改正事項不妊治療のための休暇の新設（1月~ ）

不妊治療を受けるための医療機関への通院や、その医療機関が実施する不妊治療に関
する説明会への出席などのために利用できる有給の特別休暇を新設（ 常勤職員・非常
勤職員 ）

　付与日数：年5日（体外受精及び顕微授精に係る通院等の場合は更に5日加算）

非常勤職員の休暇の新設・拡充（1月~ ）

配偶者出産休暇・育児参加のための休暇を新設（常勤職員と同様の事由、付与日数）

これまで無給であった産前・産後休暇について、有給に変更

非常勤職員の育児休業等の取得要件の緩和（4月~ ）

育児休業、部分休業、子の看護休暇等の取得要件を緩和し、継続的な勤務が見込まれる非
常勤職員について、採用当初からこれらの休業等を取得できるよう制度変更

育児休業を取得しやすい勤務環境の整備等（4月~ ）

妊娠・出産等を申し出た職員に対し、各種制度の周知や、職員本人の意向を確認するた
めの面談等の措置を実施

研修の実施や相談体制の整備など、育児休業を取得しやすい勤務環境を整備

育児参加のための休暇の対象期間拡大（10月~ ）

育児参加のための休暇について、その対象期間を子が1歳に達する日までに拡大（現行：
産後8週間を経過する日まで）

出生 出生後8週間

今回改正された内容も含め、色々な制度が整備されているんですね。自
分に合った制度を選択して、妊娠・出産・育児等と仕事をうまく両立で
きるといいですね。
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全合計 うち
首長部局等

うち
警察部門

うち
消防部門

うち
教育委員会

令和元年度 8 .0% 14.7% 1.9% 2.7% 5.8%

令和2年度
（前年度比）

13 .2%
（+5.2% ）

24.7%
（+10.0% ）

4.9%
（+3.0% ）

4.2%
（+1.5% ）

8.1%
（+2.3% ）

団体名 育児休業 
取得率

都　
道　
府　
県

1 鳥取県 29.1%

2 高知県 22.9%

3 宮崎県 19.9%

4 青森県 19.6%

5 島根県 15.8%

6 埼玉県 15.7%

7 岐阜県 15.2%

団体名 育児休業 
取得率

指　
定　
都　
市

1 千葉市 92.2%

2 福岡市 33.5%

3 さいたま市 24.8%

4 北九州市 24.6%

5 堺市 24.4%

6 仙台市 24.1%

7 新潟市 23.3%

8.2%
2.3% 0.5%

4.8%

10.5%

19.2%

54.6%
1月以下

1月超
3月以下

3月超
6月以下

6月超
9月以下

9月超
12月以下

12月超
24月以下

24月超

48

第5次男女共同参画計画に定める
成果目標：30%（令和7年まで）

国家公務員
（一般職）

国家公務員
（全体）

地方公務員
（全体）

指定都市

市区町村

都道府県

40

32

24

16

8

0

51.4

28.0

21.6
18.1

14.5
9.59.5

5.5

5.15.1
3.3
2.9
2.42.4
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

2.7 3.6 3.1 3.7

7.0 7.07.0
5.55.5

5.5

8.08.0
5.65.6

7.07.0

10.0
10.510.5

14.714.78.2

4.24.2

4.4

12.4

16.4

29.0

21.6

16.6

13.2

9.59.7

5日未満

11.7%

28.2%

60.1%

5日以上
2週間未満

2週間以上
1月以下

地方公務員の男性職員の育児休業の取得状況
地方公務員の男性職員はどの程度育児休業を取れているのか、現状等についてご紹介します。

総務省からの助言内容
（取得促進に向けた取組内容等）

についてもっと知りたいなら
こちら↓

部門別の取得状況 男性職員の育児休業の取得期間 総務省の取組

取得率の上位団体（全部門計）

団体別の取得状況

男性職員の育児休業取得率は13.2%で、近年増加傾向にあるものの、未だ低水準。（女性
職員の育児休業取得率は99.7%。育児負担が依然として女性に偏っている。）

部門別・団体別に状況をみると、格差が大きく、部門別では消防部門・警察部門で、団体
区分別では都道府県で低い水準となっている。

取得期間別に見ても、男性は1月以下の短期間の育
児休業が多い。

取得率が大きく向上して
いる国家公務員や先進団
体の取組事例を情報提供・
横展開

機運醸成のためのポスター
作成

ポスターなどをうまく活用して、男性職員が育休を取得しやすい職場に
していきたいですね。
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パパ座談会
育児休業（育休）を取得した4名の男性職員に、育休中の過ごし方をはじめ、取得後の

自分自身の変化や取得を考えている職員へのアドバイス等、語り合っていただきました。

青森県警察 
警務部警務課
警部補

乳井 友和 さん
0 歳の女の子のパパ。配
偶者出産休暇、育児参加
の た め の 休 暇 等 を 取 得
後、1か月の育休取得。

さいたま市 
保健福祉局 
長寿応援部高齢福祉課
主査

小山内 涼 さん
9歳、5歳の男の子のパパ。
第1子の時に2週間、第2子
の時に2か月の育休取得。
現在、遅出勤務制度利用中。

高知県 
総務部 デジタル政策課
主査

山端 桂祐 さん
1 歳の男の子のパパ。配偶
者出産休暇、育児参加のた
めの休暇を取得後、7 か月
の育休取得。現在、育児短
時間勤務制度利用（予定）。

北九州市消防局 
予防部予防課
主査（消防司令補）

田村 光記 さん
2歳の女の子、0歳の男の子
のパパ。第1子の時に特別休
暇、第2子の時に特別休暇お
よび3週間の育休取得。現在、
早出遅出勤務制度利用中。

～ 4名の参加者の皆さま～

職
場
に
育
休
の
取
得
希
望
を
伝

え
た
時
期
、
反
応
等
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

が
周
り
に
い
な
か
っ
た
の
で
、
早

め
に
相
談
す
る
こ
と
に
し
、
出
産

予
定
日
の
半
年
前
の
面
接
時
に
、

所
属
長
に
意
向
を
伝
え
ま
し
た
。

「
子
育
て
で
き
る
の
は
限
ら
れ
た

時
期
だ
け
。
そ
の
間
、
し
っ
か
り

育
児
に
携
わ
っ
て
」
と
、
温
か
い

言
葉
を
い
た
だ
き
、ま
た
、同
僚
も

快
く
受
け
止
め
て
く
れ
ま
し
た
。

育
休
に
入
る
前
の
準
備
と
し

て
、
業
務
の
引
き
継
ぎ
等
は
い

か
が
で
し
た
か
？

乳
井　

私
の
１
年
前
に
育
休
を
取

得
し
た
同
僚
が
い
て
、そ
の
と
き
に

業
務
引
き
継
ぎ
を
受
け
る
経
験
を

し
て
い
た
の
で
、逆
に
ス
ム
ー
ズ
に

引
き
継
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
同
僚
か
ら
は「
今
度
は
私

が
！
」と
心
強
い
言
葉
を
か
け
て
も

ら
え
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
。
周
囲
の
職
員
と
は
日
頃
か

ら
良
好
な
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
持
ち

つ
持
た
れ
つ
の
関
係
が
で
き
て
い

れ
ば
、
取
得
へ
の
不
安
は
軽
減
さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
端　
４
月
か
ら
育
休
を
予
定
し

て
い
た
の
で
す
が
、
１
月
に
チ
ー

ム
が
私
１
人
に
な
っ
た
の
で
、
仕

事
を
き
れ
い
に
片
付
け
、
育
休
に

入
り
ま
し
た
。

小
山
内　
第
２
子
の
育
休
自
体
は

２
か
月
で
し
た
が
、
夏
季
休
暇
等

と
合
わ
せ
て
、約
３
か
月
の
休
み
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
業
務
繁
忙
の

部
署
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、１
か
月

ほ
ど
前
か
ら
周
囲
の
職
員
に
伝
え
、

引
き
継
ぎ
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

田
村　

私
の
場
合
、
業
務
分
担
の

指
示
は
所
属
長
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
他
の
係
の
係
長
や
係

員
も
集
め
、
私
の
育
休
の
こ
と
を

皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
た
だ
き
、
私

は
業
務
の
振
り
分
け
と
引
き
継
ぎ

を
行
っ
た
く
ら
い
で
し
た
。

育
休
中
の
不
安
や
、
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
た
か
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

乳
井　

初
め
て
の
子
育
て
で
、
不

安
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
で
も
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
心
配
事
は
妻

と
共
有
し
な
が
ら
、
２
人
で
解
決

し
て
い
き
ま
し
た
。
す
ご
く
い
い

時
間
、
い
い
経
験
だ
っ
た
と
つ
く

乳
井　
青
森
県
警
察
の「
子
育
て
ス

タ
ー
ト
計
画
書
」に
基
づ
い
て
、
出

産
予
定
日
の
５
か
月
ほ
ど
前
に
上

司
に
育
休
取
得
の
希
望
を
伝
え
た

と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
妻
と
話
し
合
い
、
取

得
の
時
期
と
期
間
を
決
め
、
再
び
、

上
司
に
相
談
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

山
端　
妻
が
妊
娠
し
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
時
点
で
、
上
司
に
育
休
の

取
得
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。

上
司
か
ら
は「
ど
ん
ど
ん
取
り
な

さ
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
2 

か
月
く
ら
い
の
間
隔
で
相
談
を
重

ね
て
い
く
中
で
、
そ
の
他
の
両
立

支
援
制
度
に
つ
い
て
も
利
用
を
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
職
場
の
皆
さ
ん

に
も
早
い
段
階
で
ご
挨
拶
し
た
と

周
囲
の
職
員
と
は
日
頃
か
ら
良
好
な
関
係
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。（

乳
井
さ
ん
）

こ
ろ
、
快
く
受
け
止
め
て
い
た
だ

き
、
育
休
中
は
妻
の
言
う
こ
と
を

し
っ
か
り
聞
く
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
山
内　
第
１
子
の
育
休
を
取
得

し
た
10
年
ほ
ど
前
は
、
男
性
の
育

休
取
得
者
が
私
の
周
り
に
ほ
と
ん

ど
い
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
で
制

度
を
調
べ
て
勉
強
し
た
上
で
、
取

得
予
定
期
間
の
３
か
月
ほ
ど
前
に

上
司
に
伝
え
ま
し
た
。
上
司
は
理

解
を
示
し
て
く
れ
て
、
ほ
っ
と
し

た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。
第
２

子
の
時
に
は
男
性
の
育
休
取
得
の

機
運
が
庁
内
で
も
醸
成
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
上
司
の
後
押
し
も
い
た
だ

い
て
、
よ
り
速
や
か
に
育
休
を
取

得
で
き
ま
し
た
。

田
村　
育
休
を
取
っ
た
男
性
職
員

※所属部署等の情報は、座談会開催時点（令和4年2月現在）のものです。
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づ
く
思
い
ま
す
。
私
は
料
理
や
洗

濯
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
以
前

は
妻
に
家
事
全
般
を
任
せ
て
い
た

の
で
す
が
、
育
休
を
き
っ
か
け
に

変
わ
り
ま
し
た
。
今
で
も
早
く

帰
っ
た
日
や
週
末
は
私
が
料
理
を

し
て
い
ま
す
。

山
端　
妻
が
体
調
を
崩
し
心
配
し

ま
し
た
が
、
と
に
か
く
、
育
児
、
家

事
に
集
中
し
た
７
か
月
で
し
た
。

朝
早
く
起
き
て
、朝
食
を
作
り
、掃

除
を
し
て
、
息
子
の
面
倒
を
見
て
、

と
い
う
の
が
１
日
の
流
れ
で
す
。

た
ま
に
、
息
子
が
ぐ
っ
す
り
寝
て

く
れ
た
時
に
は
、
仕
事
の
た
め
の

本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

小
山
内　

特
に
不
安
は
な
く
、
当

時
３
歳
の
長
男
を
世
話
し
な
が
ら
、

長
男
が
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
間

は
妻
と
一
緒
に
生
後
間
も
な
い
次

男
の
育
児
を
し
て
い
ま
し
た
。
長

男
と
は
保
育
園
へ
の
送
迎
途
中
で
、

バ
ッ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
を
採
る
な

ど
、
牧
歌
的
に
過
ご
せ
た
こ
と
が

い
い
思
い
出
で
す
。
長
男
の
記
憶

に
も
残
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

田
村　
産
後
の
母
体
の
回
復
の
た

め
に
、
授
乳
以
外
の
こ
と
は
全
て

自
分
が
し
よ
う
と
意
気
込
み
ま
し

た
。
で
す
の
で
、
乳
児
の
お
世
話

め
に
仕
事
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

を
考
え
、
業
務
改
善
の
提
案
も
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
休
む
こ

と
で
の
ブ
ラ
ン
ク
を
心
配
す
る
人

も
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
は
７
か

月
で
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
感
じ
な

か
っ
た
で
す
。「
大
丈
夫
！
な
ん

と
か
な
り
ま
す
」と
い
う
こ
と
を
、

育
休
取
得
を
考
え
て
い
る
方
々
に

伝
え
た
い
で
す
ね
。

小
山
内　
妻
に
頼
っ
て
い
た
家
事
、

育
児
を
身
を
以
て
体
験
し
た
こ
と

で
、
妻
の
大
変
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
６
年
ほ
ど

前
か
ら
育
休
取
得
経
験
の
あ
る
庁

内
の
パ
パ
た
ち
と
定
期
的
に
集
ま

り
、
育
児
の
話
題
を
語
り
合
う
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
事
担
当

課
か
ら
も
会
の
周
知
な
ど
で
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
男
性
育
休

取
得
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
育
休
経
験
の
あ
る
パ
パ
の

活
動
が
ど
ん
ど
ん
世
の
中
に
広
が

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
村　
私
も
一
定
期
間
、
１
日
中
、

乳
児
と
一
緒
に
い
る
こ
と
で
、
妻

の
大
変
さ
が
す
ご
く
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
育
休
の
経
験
か
ら
、

職
場
の
子
育
て
中
の
女
性
職
員
に

は
、
で
き
る
こ
と
は
し
て
あ
げ
た

い
と
思
う
気
持
ち
が
以
前
よ
り
高

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
育
休
を
取

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て

も
、
言
い
出
せ
な
い
男
性
職
員
が

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

人
が
た
め
ら
う
こ
と
な
く
育
休
の

取
得
を
相
談
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
、
と
い
う

気
持
ち
も
芽
生
え
ま
し
た
。

育
休
の
取
得
を
考
え
て
い
る
職

員
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い

し
ま
す
。

乳
井　

家
族
で
一
定
期
間
、
ず
っ

と
一
緒
に
い
ら
れ
る
の
は
、
育
休

の
時
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
仕

事
が
忙
し
い
な
ど
の
理
由
で
取
得

を
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
積
極
的

に
取
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

山
端　

家
の
中
で
で
き
る
こ
れ
と

い
っ
た
趣
味
が
な
く
、
息
抜
き
が
う

ま
く
で
き
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
自
身
の
反
省
か
ら
、
皆
さ

ん
は
気
分
転
換
し
な
が
ら
育
児
が
で

き
る
よ
う
な
趣
味
を
あ
ら
か
じ
め
見

つ
け
て
お
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
内　
職
場
に
迷
惑
を
掛
け
て

し
ま
う
か
な
と
思
い
な
が
ら
取
得

期
間
を
設
定
し
ま
し
た
が
、
今
に

な
っ
て
振
り
返
る
と
、
も
う
少
し

長
く
取
得
し
て
も
良
か
っ
た
か
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。
０
歳
児
は
見

る
見
る
と
成
長
す
る
の
で
、そ
の
瞬

間
に
し
か
得
ら
れ
な
い
感
動
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
育

休
取
得
す
る
パ
パ
に
は
半
年
か
ら

１
年
は
取
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

田
村　

育
休
取
得
に
あ
た
り
、
家

族
と
家
事
、育
児
等
の
分
担
に
つ
い

て
話
し
合
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
も
小
山
内
さ
ん
と
同

様
に
、
期
間
は
可
能
な
限
り
長
く

取
っ
て
、
貴
重
な
一
瞬
一
瞬
を
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
蛇
足

で
す
が
、復
帰
日
を
私
は
木
曜
日
に

し
ま
し
た
。
２
日
出
勤
し
、
２
日

休
み
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
す
る
こ

と
で
仕
事
モ
ー
ド
に
早
く
切
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
参
考

に
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

母
体
の
回
復
の
た
め
に
、
授
乳
以
外
の
こ
と
は

全
て
自
分
が
し
よ
う
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

子
ど
も
と
バ
ッ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
を
採
っ
た
り
、

牧
歌
的
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。い
い
思
い
出
で
す
。

（
田
村
さ
ん
）

（
小
山
内
さ
ん
）

（
山
端
さ
ん
）

気
分
転
換
し
な
が
ら
育
児
が
で
き
る
よ
う
な

趣
味
を
見
つ
け
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

の
ほ
か
、
長
女
の
保
育
園
の
送
迎

か
ら
料
理
、洗
濯
、掃
除
ま
で
毎
日

行
っ
て
い
ま
し
た
。

育
休
取
得
に
よ
る
変
化
や
気
づ

き
等
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

乳
井　
仕
事
の
面
で
の
変
化
で
す

が
、以
前
よ
り
一
層
仕
事
に
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

上
司
か
ら「
頑
張
れ
！
」と
エ
ー
ル

を
い
た
だ
き
、
私
も
そ
れ
に
応
え

る
よ
う
に
仕
事
、
育
児
を
一
生
懸

命
、両
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

山
端　
以
前
は
残
業
す
る
日
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
育
児
の
た
め

に
、極
力
、定
時
退
庁
で
き
る
よ
う

に
仕
事
を
片
付
け
よ
う
と
い
う
意

識
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
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ママ座談会
育児休業（育休）から復帰し、仕事と育児の両立をしている4名の女性職員に、 

制度の活用法や育休後の仕事の仕方等の話をしていただきました。

岩手県
農林水産部
農林水産企画室
主任 

谷地 仁見 さん
1 歳の男の子のママ。育
休1年取得後、令和3年9
月に復帰。同年12月から
通常勤務。

黒部市
都市創造部道路河川課
主査

清田 紗江 さん
12歳、8歳、3歳の3人の
女の 子 のマ マ。 第 1 子、
第 2 子の時に約 10 か月、
第 3 子 の 時 に 1 年 3 か 月
育休取得。

兵庫県
産業労働部
国際局国際交流課
地域国際化班長

村上 桐子 さん
9歳、5歳の女の子のママ。
第1子の時に約7か月、第
2 子の時に約 7 か月育休
取得。平成 29 年 11 月に
復帰。

東広島市
総務部検査課
主査

利島 芙貴　さん
6歳、2歳の男の子のママ。
第1子の時に3年、第2子
の時に 2 年 3 か月育休を
取得。

～４名の参加者の皆さま～

育
休
を
取
得
す
る
に
あ
た
っ
て
、

何
か
不
安
は
あ
り
ま
し
た
か
？

谷
地　

育
休
中
、
復
帰
後
に
浦
島

太
郎
状
態
に
な
り
周
囲
に
迷
惑
を

掛
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、

子
ど
も
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
頭

を
仕
事
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
ら
れ

る
か
が
不
安
で
し
た
。
不
安
を
和

ら
げ
る
た
め
に
携
帯
で
庁
内
掲
示

板
等
を
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

村
上　

第
２
子
の
育
休
取
得
前
、

監
督
職
に
就
い
て
お
り
、
職
場
に

穴
を
あ
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

後
任
を
配
置
し
て
い
た
だ
き
、
安

心
し
て
産
休
�
育
休
に
入
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
復
帰
後
は
発
熱

で
、急
き
ょ
、保
育
園
へ
迎
え
に
行

く
こ
と
が
何
度
も
続
い
た
た
め
、

こ
の
よ
う
な
状
態
で
、こ
の
先
、仕

事
を
続
け
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
と

悩
み
ま
し
た
。
で
も
、
子
ど
も
は

日
々
強
く
な
る
の
で
す
ね
。
次
第

に
呼
び
出
し
も
な
く
な
り
、
落
ち

着
い
て
き
ま
し
た
。

清
田　
第
１
子
の
育
休
中
は
復
帰

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
家
事
、
育
児

と
仕
事
を
両
立
し
て
い
け
る
か
に

不
安
を
感
じ
た
こ
と
を
憶
え
て
い

ま
す
。
第
３
子
の
育
休
か
ら
復
帰

す
る
際
は
、
上
の
子
ど
も
た
ち
が

成
長
し
て
い
た
た
め
、
同
じ
不
安

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
の
習
い
事
も
含
め
て
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
う
ま
く
で
き
る

か
が
、
新
た
な
不
安
要
素
に
な
り

ま
し
た
。
復
帰
後
の
部
署
は
窓
口

業
務
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
次
の
日
に
仕
事
を
回
す
な
ど
、

整
え
る
リ
ハ
ビ
リ
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
保
育

園
に
通
い
始
め
、
慣
れ
な
い
環
境

の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
様
子
だ
っ

た
の
で
、
育
休
中
の
よ
う
に
ず
っ

と
一
緒
に
過
ご
せ
な
い
分
、少
し
で

も
子
ど
も
と
触
れ
合
う
時
間
を
取

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

村
上　
職
場
の
先
輩
マ
マ
に
教
え

て
い
た
だ
き
、
育
児
時
間
を
３
か

月
ほ
ど
取
得
し
ま
し
た
。
仕
事
と

育
児
の
負
担
を
分
散
で
き
た
こ
と

が
良
か
っ
た
点
で
す
。

割
り
切
り
な
が
ら
、
育
児
と
仕
事

を
両
立
し
て
い
ま
し
た
。

利
島　

私
も
育
休
中
に
、
周
り
の

職
員
の
出
世
な
ど
を
見
る
と
、
社

会
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
に
感

じ
、
育
休
期
間
が
こ
れ
で
良
か
っ

た
の
か
と
悩
み
ま
し
た
。
で
も
、

育
休
後
、子
育
て
に
関
し
て
、や
り

き
っ
た
感
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

育
休
以
外
に
利
用
し
た
両
立
支

援
制
度
は
あ
り
ま
す
か
？

谷
地　
勤
務
時
間
の
調
整
が
で
き

る
制
度
を
利
用
し
ま
し
た
。
午
前
、

午
後
１
時
間
ず
つ
取
り
、
短
い
勤

務
に
し
た
こ
と
で
、
フ
ル
タ
イ
ム

に
戻
る
ま
で
の
生
活
の
リ
ズ
ム
を

清
田　
私
も
育
児
時
間
を
利
用
し

ま
し
た
。
気
持
ち
に
余
裕
が
持
て

る
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

利
島　

私
は
部
分
休
業
で
す
。
有

給
休
暇
を
消
化
し
て
し
ま
っ
て
い

て
も
、突
然
何
か
あ
っ
た
時
に
こ
の

制
度
で
対
応
で
き
る
点
が
メ
リ
ッ

ト
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
も
こ
の

制
度
を
利
用
し
、
子
ど
も
た
ち
と

ニ
コ
ニ
コ
笑
え
る
時
間
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

復
帰
後
の
仕
事
の
仕
方
、
ま
た

は
ご
自
身
の
変
化
や
気
づ
き
等

が
あ
れ
ば
お
話
し
く
だ
さ
い
。

谷
地　

以
前
は
仕
事
が
終
わ
ら

な
け
れ
ば
残
業
、
と
い
う
考
え
方

で
し
た
が
、
今
は
い
か
に
効
率
的

に
、丁
寧
に
、早
く
終
わ
ら
せ
る
か

を
意
識
し
て
、
時
間
内
に
終
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
何
か
あ
っ

た
時
の
た
め
に
、
育
休
前
か
ら
体

勤
務
時
間
の
調
整
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
に
戻
る
ま
で
の
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
リ
ハ
ビ
リ
に
も
な
り
ま
し
た
。
（
谷
地
さ
ん
）

※所属部署等の情報は、座談会開催時点（令和4年2月現在）のものです。
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制
づ
く
り
を
し
て
お
く
こ
と
も
大

切
だ
と
考
え
、
私
の
場
合
は
急
な

休
み
に
備
え
、
副
担
当
の
職
員
と

メ
ー
ル
等
に
よ
り
必
ず
情
報
共
有

を
し
て
い
ま
し
た
。

村
上　

万
一
に
備
え
、
書
類
は
他

の
職
員
で
も
探
し
や
す
く
、
見
や

す
く
し
て
、パ
ソ
コ
ン
の
共
有
フ
ォ

ル
ダ
に
保
存
し
て
い
ま
す
。
ど
う

し
て
も
勤
務
時
間
中
に
仕
事
が
終

わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、割
り
切
っ

て
残
業
で
き
る
日
を
つ
く
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
私
の
よ
う
に
子
育

て
中
の
人
や
様
々
な
人
が
職
場
に

い
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
は
職
責
の

あ
る
人
も
含
め
、
残
業
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
な
い
働
き
方
が
浸
透

し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

ま
す
。
育
児
を
し
な
が
ら
仕
事
を

す
る
上
で
の
ス
キ
ル
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。
復
帰
後
の
変
化
と
し

て
、
職
場
に
は
色
々
な
立
場
の
人

が
、
色
々
な
事
情
を
持
っ
て
働
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、

そ
う
し
た
方
々
に
配
慮
し
な
が
ら
、

仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、変
化
と
し
て
、心
に
余

裕
が
生
ま
れ
、
仕
事
で
関
わ
る
方

と
の
関
係
性
が
変
わ
っ
た
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。“
菩
薩
の
利
島
”

を
目
指
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

職
場
の
人
や
家
族
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

谷
地　
仕
事
量
を
加
減
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、大
変
、助
か
っ
て
い

ま
す
。
周
り
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
て
い
ま
す
が
、
自
分
が
逆
の

立
場
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
恩
返
し
し

て
い
ま
す
。

清
田　
村
上
さ
ん
と
同
様
に
残
業

で
き
る
日
を
つ
く
り
、
そ
の
日
に

ま
と
め
て
仕
事
を
片
付
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
定
時
に
帰
る
日
、

残
業
で
き
る
日
と
決
め
る
と
、
気

持
ち
的
に
も
メ
リ
ハ
リ
が
つ
い
て

効
率
的
に
取
り
組
め
ま
す
。
定
時

退
庁
の
日
は
、
そ
の
時
間
に
あ
わ

せ
て
仕
事
に
優
先
順
位
を
つ
け
て

進
め
ま
す
。
ま
た
、
私
の
仕
事
は
、

一
人
が
一
つ
の
業
務
を
担
当
し
て

い
る
の
で
、急
な
休
み
に
備
え
、普

段
の
会
話
の
中
で
業
務
の
情
報
を

共
有
し
た
り
、
フ
ォ
ル
ダ
の
整
理

等
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

利
島　
私
も
他
の
職
員
が
対
応
で

き
る
よ
う
に
記
録
等
を
残
し
て
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
夫
の

協
力
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

村
上　
子
ど
も
の
こ
と
で
バ
タ
バ

タ
と
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
周

り
の
皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を
掛
け
て

い
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
司
は
男
性
で
す
が
、
育
休
取
得

者
で
す
の
で
、理
解
が
あ
り
、何
で

も
相
談
し
や
す
く
、
頼
り
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

清
田　
職
場
に
は
お
子
さ
ん
が
い

る
方
々
が
多
く
、
な
ん
で
も
話
し

合
え
る
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
。
職

場
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
育

児
、
仕
事
が
で
き
て
い
る
こ
と
を

（
村
上
さ
ん
）

育
休
中
を
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に
も
、

育
児
の
傍
ら
で
、
何
か
新
し
い
こ
と
を

始
め
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
感
し
て
い
ま
す
。

利
島　
夫
は
保
育
園
へ
の
お
迎
え

や
、
片
付
け
を
率
先
し
て
行
っ
て

く
れ
る
な
ど
、
夫
の
お
か
げ
で
仕

事
と
家
事
、
育
児
が
回
っ
て
い
ま

す
。
両
立
は
家
族
と
職
場
の
方
々

の
理
解
が
な
い
と
難
し
い
も
の
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
男
性
の

育
休
取
得
も
含
め
て
、
男
性
の
育

児
、家
事
に
対
す
る
知
識
を
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
え
る
と
夫
婦

関
係
や
職
場
の
雰
囲
気
も
よ
り
良

く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

に
過
ご
す
た
め
に
も
、
育
児
の
傍

ら
で
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め

て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

清
田　
私
も
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
は
毎
日
成
長
す
る
の
で
、「
今

日
が
一
番
大
変
な
日
。
明
日
は
少

し
マ
シ
に
な
る
。
」
で
す
。
職
場

に
子
育
て
世
代
や
先
輩
マ
マ
が
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
話
を
聞
い
た

り
、
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ

と
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

悩
み
が
あ
っ
て
も
自
分
だ
け
じ
ゃ

な
い
と
思
う
こ
と
が
安
心
に
つ
な

が
り
ま
す
。

利
島　
無
理
し
て
両
立
し
よ
う
と

せ
ず
に
、“
ほ
ど
ほ
ど
”が
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
中
途
半
端

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
も

な
ん
と
か
両
立
で
き
て
い
ま
す
。

色
々
な
不
安
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
に
は
自
信
を
持
っ
て

胸
を
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
利
島
さ
ん
）

（
清
田
さ
ん
）

定
時
に
帰
る
日
、
残
業
で
き
る
日
と
決
め
る
と
、

気
持
ち
的
に
も
メ
リ
ハ
リ
が
つ
い
て

効
率
的
に
取
り
組
め
ま
す
。

部
分
休
業
を
利
用
し
、
子
ど
も
た
ち
と

ニ
コ
ニ
コ
笑
え
る
時
間
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

谷
地　

乳
幼
児
特
有
の
可
愛
ら
し

い
時
期
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
去
っ
て
し
ま
う
の
で
、
か
け
が

え
の
な
い
時
間
を
親
と
し
て
存
分

に
楽
し
む
た
め
に
、
と
き
に
は
周

り
に
頼
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
割
り
切
る
た
め
に
も

「
自
分
の
仕
事
の
代
わ
り
は
い
る
け

れ
ど
、
子
ど
も
に
と
っ
て
親
の
代

わ
り
は
い
な
い
。
」
と
言
い
聞
か

せ
て
い
ま
す
。

村
上　

私
は
、
仕
事
の
ス
キ
ル
を

磨
き
た
い
と
思
い
、
育
休
中
も
英

語
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
間
が
、
育
休
中
の
不
安
を
取

り
除
い
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
育
休
を
取

得
す
る
方
は
、
育
休
中
を
有
意
義

こ
れ
か
ら
の
育
休
取
得
者
に
向

け
た
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
お
願
い

し
ま
す
。
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岩
下　

定
例
的
な
面
談
時
に
、
育

休
取
得
予
定
の
職
員
が
い
る
旨
を

前
も
っ
て
他
の
職
員
に
伝
え
、
協

力
を
呼
び
か
け
た
こ
と
に
よ
り
、

皆
に
心
づ
も
り
が
で
き
、
課
全
体

で
の
協
力
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

小
木
曽　
早
い
段
階
か
ら
本
人
と

周
囲
の
職
員
が
業
務
調
整
を
行
い
、

滞
り
の
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

田
宮　

私
の
部
署
で
は
、
主
に
生

活
保
護
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て

お
り
、
取
得
し
た
６
名
の
う
ち
５

名
が
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
で
し
た
。

イクボス座談会
数多くの男性職員を育休（育児休業）へ導いてきたイクボス3名に、どのように

周知しているのか、職場づくりの考えなど、語っていただきました。

鳥取県
交流人口拡大本部
ふるさと人口政策課
課長

岩下 久展 さん
令和 3 年、時期が約 2 か月重
なるかたちで2名の男性職員
が育休取得。1名は約4か月、
1名は約2か月半。

千葉市
総務局総務部給与課
課長補佐

小木曽 哲 さん
令和2年、2名の男性職員が同
時期に育休取得。1 人は 2 回
に分け合計15日、1人は7日。

四日市市
保護課
課長

田宮 禅舟 さん
令和3年、6名の男性職員が育
休取得。期間は、1年が1名、
6 か月～ 7 か月が 3 名、10 か
月が2名。

～ 3名のイクボスの皆さま～

男
性
職
員
か
ら
育
休
取
得
の
希

望
を
伝
え
ら
れ
た
時
、
ど
の
よ

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
か
？

職
員
の
育
休
取
得
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
に
業
務
調
整
等
を
行

い
ま
し
た
か
？

職
員
が
育
休
を
取
得
す
る
こ
と

で
職
場
に
は
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
か
？

岩
下　

２
名
の
取
得
者
を
皮
切
り

に
、「
自
分
も
取
れ
る
ん
だ
」と
い

う
空
気
に
な
り
、
来
年
度
も
取
得

を
予
定
し
て
い
る
職
員
が
い
ま
す
。

職
場
の
皆
が
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
に
い
る
こ
と
を
実
感

し
、
余
裕
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

小
木
曽　

育
休
を
き
っ
か
け
に
、

介
護
等
で
休
み
を
取
り
た
い
、
さ

ら
に
は
、
多
様
な
働
き
方
を
し
た

い
と
い
う
職
員
の
ニ
ー
ズ
を
職
場

が
受
け
止
め
て
あ
げ
ら
れ
る
下
地

が
で
き
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

田
宮　

仕
事
を
で
き
る
だ
け
切
り

分
け
て
割
り
振
る
な
ど
、
課
全
体

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
や

り
方
を
見
直
す
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
取
得
者
の
方

は
、
育
休
を
取
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
の
生
活
を
組
み
立
て
て
い
く

こ
と
で
も
あ
る
た
め
、
そ
の
経
験

が
今
後
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
の
仕
事
の
中
で
も
活
き
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

育
休
制
度
の
周
知
は
、
何
か
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

岩
下　

自
分
の
子
育
て
で
は
、
出

産
後
の
大
変
な
時
期
に
、
妻
を
充

分
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
か
っ
た
経

験
も
あ
り
、
な
ん
と
し
て
で
も
取

得
し
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

小
木
曽　
自
分
自
身
が
育
休
を
取

得
し
な
か
っ
た
後
悔
が
あ
り
、
部

下
職
員
に
は
取
る
よ
う
に
勧
め
て

い
る
中
で
、
話
が
あ
っ
た
時
に
は

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
私

の
子
ど
も
た
ち
が
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ

た
頃
を
思
い
出
し
、「
子
育
て
は
楽

し
い
よ
」と
伝
え
ま
し
た
。

田
宮　
こ
れ
ま
で
多
く
の
職
員
が

育
休
を
取
得
し
て
お
り
、
特
別
な

こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い

な
が
ら
、対
応
し
て
い
ま
す
。

（
岩
下
さ
ん
）

お
互
い
を
認
め
合
う
フ
ラ
ッ
ト
な
職
場
環
境
が

取
得
率
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

岩
下　
全
職
員
へ
の
メ
ー
ル
で
の

周
知
を
は
じ
め
、
職
員
か
ら
取
得

の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
す

ぐ
に
人
事
担
当
課
に
連
絡
し
、
そ

の
後
、
面
談
を
行
う
段
取
り
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
私
自

身
が
育
休
取
得
を
考
え
た
時
に
給

与
へ
の
影
響
が
気
に
な
る
と
思
う

ん
で
す
。
で
す
の
で
、
試
算
シ
ー

ト
を
渡
し
、
ど
の
程
度
の
違
い
が

出
る
か
を
把
握
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

小
木
曽　

私
の
給
与
課
は
、
職
員

に
育
休
の
取
得
を
勧
め
る
立
場
に

あ
り
、
取
り
組
み
の
一
つ
が「
子

育
て
応
援
タ
イ
ム
ズ
」
の
発
行
で

す
。
育
休
体
験
記
や
イ
ク
ボ
ス
の

話
、そ
し
て
、岩
下
さ
ん
の
話
と
重

な
り
ま
す
が
、取
得
に
あ
た
り
、お

元
々
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
不
足
の

上
に
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
業
務
も
加

わ
っ
た
状
況
の
中
、
他
の
職
員
に

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
仕
事

を
切
り
分
け
る
な
ど
、
調
整
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
受
給
者
の
家

庭
訪
問
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、

職
場
が
う
ま
く
回
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

※所属部署等の情報は、座談会開催時点（令和4年2月現在）のものです。

鳥取県、千葉市、四日市市のイクボストーク♪

2526



最
後
に
ひ
と
こ
と
、
お
願
い
し

ま
す
。

岩
下　
パ
ー
ト
ナ
ー
を
し
っ
か
り

支
え
る
た
め
、
産
後
の
２
～
３
か

月
は
取
得
し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
部
下
職
員

が
育
休
を
取
得
し
た
経
験
の
な
い

金
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
た
め
、

そ
の
辺
の
話
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

田
宮　
う
ち
の
場
合
は
事
情
が
異

な
る
と
思
う
ん
で
す
。
質
問
か
ら

離
れ
ま
す
が
、
取
得
者
が
多
数
出

て
い
る
の
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と

い
う
職
種
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
一
人
で
す
る
仕
事
の
仕
方

が
素
地
と
な
り
、
取
得
が
広
ま
っ

た
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年

度
は
さ
ら
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。

を
持
っ
て
い
る
か
否
か
、
お
子
さ

ん
の
有
無
等
、
様
々
な
環
境
の
人

が
い
て
、
職
位
の
違
い
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
て
も

お
互
い
を
認
め
合
っ
て
仕
事
が
で

き
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
フ
ラ
ッ
ト

な
環
境
が
取
得
率
向
上
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
木
曽　

職
員
に
常
々
、
言
っ
て

い
る
こ
と
で
す
が
、
結
婚
、
出
産
、

育
児
、
介
護
等
、
様
々
な
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
も
の
な
の
で
、
育
休
を
は
じ
め
、

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
対
応
す
る
た

め
の
休
暇
な
ど
を
取
得
す
る
職
員

は
、
遠
慮
し
た
り
、
申
し
訳
な
く

思
っ
た
り
し
な
く
て
も
い
い
の
で

す
。
そ
の
代
わ
り
、
自
分
が
上
司

に
な
っ
た
時
に
、
育
休
な
ど
を
取

得
す
る
職
員
を
全
力
で
支
援
し
て

ほ
し
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。

田
宮　
職
員
は
年
齢
が
近
い
こ
と

も
あ
り
、
育
休
の
こ
と
、
仕
事
の

こ
と
、
な
ん
で
も
気
軽
に
話
せ
る

雰
囲
気
が
で
き
上
が
っ
て
い
る
と

い
っ
た
状
況
で
す
。

管
理
職
の
方
は
、
一
度
送
り
出
し

て
み
る
と
、
業
務
の
こ
と
は「
な

ん
と
か
な
る
」
と
実
感
で
き
る
は

ず
で
す
。

小
木
曽　

喃
語（
な
ん
ご
）
や
簡

単
な
言
葉
を
発
し
た
り
、
寝
返
り

を
打
っ
た
り
、
非
常
に
変
化
に
富

ん
だ
貴
重
な
時
間
を
見
逃
す
こ
と

な
く
、
家
族
で
共
有
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
そ
の
経
験
は
仕
事

に
活
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上

が
り
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

田
宮　
育
休
の
取
得
を
き
っ
か
け

に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
よ
く
話
し
合

い
、
家
庭
の
中
で
の
父
と
し
て
、

夫
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
と

担
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
田
宮
さ
ん
）

職
員
の
育
休
取
得
は
、

仕
事
の
や
り
方
を
見
直
す
良
い
機
会
に
。

（
小
木
曽
さ
ん
）

育
休
経
験
は
仕
事
に
活
き
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

取
得
率
向
上
の
た
め
に
ご
自
身

が
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

岩
下　
フ
ラ
ッ
ト
な
雰
囲
気
の
職

場
づ
く
り
で
す
。
職
場
に
は
家
庭

～座談会を聞いて～

実際に育休を取られた皆さんや上司の方々のお話を聞いて、とても
イメージが沸きました。特に、男性職員の育休取得は上司や周囲の理
解や協力が重要なんですね。

周りに相談されたら、精一杯サポートしたい！と思っても、自分の
ことになると、迷惑かもと考えがちです。でも、周りの皆さんも自分
と同じように、温かく後押ししてくれるのだと分かりました。

働きやすい職場を実現するためには、イクボス力も大事ですね！上
司が、「遠慮したり、申し訳なく思ったりしなくてもいい」と思ってく
れていると、気軽に相談できますね。

そして、ママたちも皆さん不安は抱えているものなんですね。自分
と同じように不安だった先輩ママたちが、それぞれの職場で活躍され
ていることを聞いて、心が軽くなりました。

皆さんのお話を聞いて、両立支援制度を上手に活用することが、妊
娠・出産・育児等と仕事の両立の秘訣ではないかと感じました。無理
のない職場復帰や、心の余裕にもつながりそうですね。

育休を取得して家族で過ごした時間はかけがえのないものになると
思います。みんなで協力して、家族との時間も大切にできる働きやす
い職場にしていきたいですね。

そしてパパもママもイクボスも、ご自身や部下の育休が、これまで
の働き方を見直すきっかけにもなっているようですね。

育休に向けてしっかり準備をするためにも、職場全体のサポート体
制を整えるためにも、『早めに相談』がひとつの鍵になりそうですね。
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